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1１�　

「
強
」
の
訓
読
み
は
「
つ
よ
（
い
）
・
つ
よ
（
ま
る
）
・
つ
よ
（
め
る
）
」
も
あ
り
、
音
読
み
は

「
キ
ョ
ウ
」
「
ゴ
ウ
」
で
あ
る
。
特
に
「
ゴ
ウ
」
と
読
む
熟
語
に
は
強
欲
・
強
情
・
強
引
・
強
奪
な
ど

が
あ
る
。

２�　

「
便
」
の
音
読
み
は
「
ビ
ン
」
も
あ
り
、
訓
読
み
は
「
た
よ
（
り
）
」
で
あ
る
。
「
便
宜
」
と
は

「
何
か
を
す
る
上
で
好
都
合
な
こ
と
」
。

３�　

「
折
」
の
訓
読
み
は
「
お
（
る
）
・
お
り
・
お
（
れ
る
）
」
で
あ
る
。
「
折
衷
」
と
は
「
二
つ
の
違

っ
た
も
の
の
よ
い
と
こ
ろ
を
と
っ
て
、
別
の
も
の
を
つ
く
る
こ
と
」
。

４　

「
心
に
深
く
感
じ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
感
心
」
と
混
同
し
な
い
こ
と
。

５　

「
握
」
の
音
読
み
は
「
ア
ク
」
で
、
握
手
・
握
力
・
掌
握
・
把
握
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

６�　

「
費
」
の
訓
読
み
は
「
つ
い
（
や
す
）
・
つ
い
（
え
る
）
」
で
、
消
費
・
浪
費
・
経
費
・
歳
費
な
ど

の
熟
語
が
あ
る
。　

2１�　

「
雪
が
降
る
朝
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
主
語
を
示
す
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ア
は
連
体
修
飾
語

を
つ
く
る
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ウ
・
エ
は
「
…
も
の
」
「
…
こ
と
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
体
言

の
代
用
の
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。

２�　

動
作
の
目
的
を
示
す
格
助
詞
「
に
」
で
あ
る
。
ア
は
接
続
助
詞
「
の
に
」
の
一
部
、
イ
は
助
動
詞

「
そ
う
だ
」
の
連
用
形
の
一
部
、
エ
は
形
容
動
詞
「
き
れ
い
だ
」
の
連
用
形
の
一
部
で
あ
る
。

３�　

手
段
・
方
法
を
示
す
格
助
詞
「
で
」
で
あ
る
。
イ
は
接
続
助
詞
「
て
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形
で
、
エ
は
形
容
動
詞
「
安
全
だ
」
の
連
用
形
の
一
部
で
あ
る
。

４�　

作
用
の
結
果
を
示
す
格
助
詞
「
と
」
で
あ
る
。
ア
は
副
詞
「
に
っ
こ
り
と
」
の
一
部
で
あ
る
。
イ
・

ウ
は
ど
ち
ら
も
接
続
助
詞
で
あ
る
が
、
イ
は
順
接
の
確
定
条
件
を
示
し
、
ウ
は
逆
接
の
仮
定
条
件
を
示

し
て
い
る
。

５�　

形
容
動
詞
「
ま
じ
め
だ
」
の
連
体
形
の
一
部
で
あ
る
。
ア
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
体
形
で
あ

る
。
イ
は
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
の
連
体
形
の
一
部
で
、
ウ
は
連
体
詞
「
大
き
な
」
の
一
部
で
あ
る
。
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